２００７年度　３学期　リーダー会総括
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リーダー会総括
大宮恭子

○良かった点

・司会を決めてから始めたこと。

・司会に進行を促したり、話の流れを戻したりする意識を持っていること。

・規約内容の検討を通して、山の安全について考えられた。

・3年生が司会をやるのは良いと思う。

・次期の沢勉強会が始まっていて素晴らしいと思う。

・リーダー会への自主参加が何人かいた。本人らの意識の高さと参加しやすい雰囲気を作ることができたからだと思う。

○反省点

・私語が目立つ。話の本筋を忘れてはいけないと思う。

・司会が途中まで曖昧であった。

・様々なタイプの人が集まるリーダー会という場を最大限生かすように話すことや行動することが大事だと思う。

佐藤千恵

個人的な反省

· リー会に出席するだけで十分という感じになってしまい、冬研や冬山について自分から積極的に勉強したり、聞いたりということが出来ませんでした、反省。
全体

· 全体的に報告が長い気がします。やはり「リー会提案審査で問題となったところ」「危険箇所」「ヒヤリハッと体験」（その他）について適切に説明すれば十分。3学期は特別で、冬研や山スキー等の山が中心で、リー会員の勉強の為にも写真を見せて長めの報告で良かったと思うが、これが続くのは駄目かと。まず、報告の前に「今回は勉強の為、長めの報告にします」と通常の報告とは違うんだよってのを始める前に言うとかして、リー会員も気持ちを切り替えたほうが良いです。このまま、普通の山の報告も長くなるのは時間の無駄になってしまいます。

· 3学期は冬研・山スキーが結構印象的で、地形図の重要性をひしひしと感じました。山スキーはルートファインディング能力が非常に大切なことは皆が知ったことと思います。リー会員全体がもっと地形図を読めるようになっていけると良いと感じました。

· 3学期のシメという事で、あと大切なのは、来年度はリー会員として入ってくる後輩の指導。そして新しくリー会員になる人は意識を持つということ。長年ワンゲルをしていると分かると思いますが、リー会はワンゲルメンバーが山に行くことについて中枢を担っています。リー会員って大変だとは思いますが、意識が下がっていかないように、責任を持ってやっていってほしいです。

· リー会全体の流れは一昨年より去年よりずっと確立してきています。でも、現状に満足せず、怠慢にならず、です。

2007年度リーダー会総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峰村彩未

○よかったこと

・規約の改正

・報告

・冬研の山行でも、審査のときにみんなが意見とか疑問をちゃんといってる　

○わるかったこと

・2年生の集まり？理由はよくわからないけど、原則として臨時のとき以外は参加が義務なはず。

臨時を含めた今学期のなんとなくの印象なので、実はちゃんと集まってたらごめんなさい。

---

○「アプローチはあとで主務に言っておきます」

昨年度まで…たしか「リーダーが提示するアプローチよりもいい道順が他のリー会員から示唆されるかもしれないから」という理由で、アプローチは、審査と同じようにリー会員全員が聞いてなきゃいけない項目だった。

今年度…上記のような感じ、これが悪いとは私は思わないが（リーダーが把握してれば良いし、後輩への伝達の点では山から下りてきたら報告書に書けばいいとおもうから）、どうなんでしょうか。

⇒とりあえず現行だとアプローチを言うってことが完全に形式と化してるので、はっきりさせたい。主務だけに言えば良いのか、全員が聞く必要があるのかとか。

○今学期はあんまり口を出さないようにしてたんだけど、司会はもうちょっと仕切ってもいいとおもった。周りをしゃべらせて黙らせるのが司会。私語を注意してがんがん発言を促しちゃっていい。

○3年生の行動力、特に銀河の行動力がすごかった。本当にありがとう。

特に規約の改正は、いつも後回しにしていた諸問題を話し合ういい機会になった。

---

今までの総括で悪いところも出きって、もう今年度はやることねーなと思ってたけど、それなりに問題もあったし、改善もされた。

問題がないのは組織として問題らしいので、そういう意味でもリー会は依然として良いかんじなんではと思います。あとはこれをどう伝えていくかだね。がんばー。

一足先に引退します。すいません。

2007年度 3学期リーダー会総括

3年　越後谷駿介

3学期の総括

· 遅刻

今学期は特に目立っていた。忙しい時期ではあるが、個人が開始時間をしっかりと意識しなければならない。集合時間と開始時間を分けるのも手か。

· 欠席者へのフォロー

臨時リー会が多かったため欠席者も出たが、今学期はちゃんと計画書を届けていなかったと思われる。リー会終了時に欠席者を確認し、誰が届けるかを決めてはどうか。

· 司会

先週は誰がやったかが曖昧になることがあった。あらかじめ決めておいた方が良い。

· 冬・沢勉強会

資料は充実しており、テストはコンパクトにまとまっていた。忙しい中用意してくれた銀河・山口に感謝。来年以降も続けてほしい。

· アプローチ

今まで軽視していた。承認の前にアプローチの審査を行うのに賛成である。リーダーはドライバー・代ドライバーの技量・人数を把握し、あらかじめルートを詳細に説明する必要がある。

1年の総括

前年度で問題になったリー会の進行が改善され、リーダーの説明→根幹部→上からのチェックという流れの確立によりスムーズになった。提案が全体的に早く、長時間化することも少なくなった。反面、相変わらず遅刻が多く、アプローチに関しても見直しの必要が出てきた。

３学期　リーダー会総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　３年　吉川　奈緒子
１年間リーダー会お疲れ様でした！特に４年生の方々は卒研などでお忙しい中時間を作っていただき本当に大変だったことでしょう。

· 個人的反省

・リーダー会員としてまだまだ勉強不足であることを実感した。２学期の総括で、《リーダ
ー会員の貪欲さ；メールスで提案・審査の内容は知らされているので事前に予習。また計画書を持ち帰り、審査までの１週間を疑問点の解消に有効に使うなどリー会員の貪欲さもほしい。》という反省点があったが、山スキーの冬研審査の一件によって改めてリー会員の審査に臨む意識が問われていることを実感した。実際調べるなど行動に移すのはなかなか腰が重いが気になることは自分から調べたい。
· 学期末に提案・審査が立て込む時期があったが、途中集中力が切れていたことがあった。

· 一年リーダー会員をやってみて、リーダー会の一年の流れがわかった。夏の長期と冬の合宿の提案時期は審査が立て込み気合を入れる、全体山行の提案は計画的に行う、勉強会の時期など、今後も１回になるべく審査が立て込まないように計画的なリー会ができたらよい。

· 全体的反省

· ２学期も話題だったが、休んだ人へのフォローが今学期はまったくなかった気が…。

· 沢研勉強会が計画的に行われておりよかった！ただ、２年生がそろっていない日にもやっていたので、少し心配。
· 冬研勉強会の資料はすばらしかった。特に装備を全部実際のもので説明してくれたのでかなり印象に残ってます。山スキーの勉強会も一緒にやってしまえばいいのでは。
· ずっと話題に出でいた規約の見直し、改正がようやくできた。
· リー会でアプローチまでしっかりと把握することが大事。

· ２年生の３学期からの参加は大変でしょうが、リー会員は３学期からの参加の意義が伝えられたか。

· 微妙な遅刻。９時きっかりには始めていたが、少し後から来る人もちらほらいた気も。

３学期は冬研と山スキー提案・審査の印象が強いが、規約の話し合いや勉強会など盛りだくさんの内容だった。２００７年度リー会はリー会員の人数の少なさが心配されていたが、意見が言いやすく十分機能的なリー会であったと思う。２００８年度リー会も引き続き的確で精密な審査が行えるリー会をめざしたいですね。

お疲れ様でした!!!
2007年度リーダー会総括（遅れた上に重い。ごめんなさい×２）

佐々木銀河

×遅刻・欠席

すみません。やっぱり心のどこかで「21時開始」を「21時集合」と錯覚してたと思います。来年度は5分前には集合しているように心がけます。

△リーダー会の進行（報告編）

報告は写真が入るのが習慣化したのはいい傾向ではあるが、リー会の口頭報告がなぜ必要であるのかを考えるべき。詳細な山行報告は報告書を見れば済む。重要なのはリー会に即座にフィードバックすることで提案・審査レベルの向上に繋げることである。必要のない報告部分はリー会員から指摘すべき。それはリーダーよりもリー会員の方が分かるはず。

また、失敗報告を「大変だったね」と、その山行のみで完結するのではなく他の提案時に指摘できるまでに持っていきたい。奥久慈の報告から「低山は道迷いしやすい」、冬山から「ラッセルの程度で時間が決まる」、山スキーから「スキーの下りはルーファイミスしやすい」という程度の知識が得られたと思うので、同様の提案が見られたときにはとりあえず“決まり文句”のように指摘してリーダーがどう判断しているかを聞くこと。当たり前のことほど意外とみんな気づかない。

報告はなるべく短くという全体的な姿勢は共感するが、ただ山の話を聞くだけだったらむしろいらない。いらない部分は省き、今後リー会にとって必要だと思われることは報告の時点で徹底的に話し合えるような理想のリー会報告を追求したい。

△リーダー会の進行（提案・審査編）

司会制度や進行の機能的な流れは定着しつつあり、審査がスムーズに進むことができた。

2年生から4年生まで審査ではいろいろな人から意見が出ていたのはとてもよかった。

提案時に提出される地形図にはバリエーションでなくても、もっと積極的に書き込みを入れてもいいと思う。

ただ、今のリーダー会の審査能力は山行の安全性を保証するまでの水準に果たして達しているのだろうか？北ア長期では上級生3人（内長期経験者は2人）、新人5人という今までありえなかった構成のパーティーで北ア10泊、山スキーではゲレンデスキーはそこそこできるにしても山スキー初心者2人での山行が結果的に承認された。これは内容をよく吟味した結果ではあるが、客観的に考えると危険性の高い山行であるだろう。危険性の高い山行は本当であれば認めたくない。

ワンゲルとして感情的に維持させたい活動（長期・バリエーション）はある。しかし、それを抜きにしてリー会は客観的に山行の安全性を審査する“義務”がある。学生登山ということもあり多少の無茶のある山行は昔も今もこれからも承認されるかと思うが、リーダーに「その山行は危険性が高い」ということを口うるさく再確認させ、リーダーの意識の中にある甘さを少しでも取り除けるようなリー会でありたい。リーダーを信用しすぎるな。

高い審査能力は「客観的な危険性の把握」があってこそ成り立つものである。その上でリー会員一人一人が“飾りではない“否認権を有していること、提案・審査を通ったということはリー会員それぞれが「その山行の安全性を保証していた」ということを改めて自覚するようにしたい。俺も。

最後にバリエーションの審査について。

今年度はリー会の中に山スキー経験者がほぼいないも同然の状態で非常に大変だったと思う。来年度も沢研の審査がとても厳しくなることが予想される。一応、これらバリエーションの提案はすべて研究班内で専門的な部分は検討してからリー会に持ってきている。

ならば、なぜリー会審査が必要なのだろうか？慣例的にただ審査を通しているだけではリーダーの負担にしかならない。冬研プレ合宿の際にも俺と大石で見解の相違があったようにリーダー会員それぞれ考え方は違うのではないか。ひょっとしたら必要ないと思っている人もいるのではないだろうか。

しかし、「バリエーションをやらない人の意見」というものは客観的な審査をする上でとても大切なものである。バリエーションの計画に対して突っ込むのは大変だと思うが、ノンバリの人が感じたありのままの意見をぜひ伝えていただきたい。それはだいたい正しいことが多い。

○2年生に対して

　出席率は人によりまちまちであったのはよくない。だが、それぞれ自分の意見をちゃんと持っていて発言できることに何よりも感心しました。来年度皆さんは現役最上級生というミーティングとリー会を繋ぐ、“唯一”の世代になります。みんな忙しいとは思いますが、来年度のワンゲルの行く末は僕達ではなく皆さんが決めるということを自覚してください。

△ミーティングとリー会

　毎年問題となることだが、リー会とミーティングの相互の情報交換はなされただろうか？ミーティングで起きたことはリー会で報告されるが、リー会の審査であった重要な事柄（今年度は山スキーなど）はミーティングにフィードバックするという話だったが実際に行われなかった。それは3年生の伝え忘れによるものなので反省したい。

　次期3年生はリー会審査で重要な事柄が出たときなど、ミーティングでもフィードバックしてほしい。時間の都合上1週間後になってしまうと思うが、１、2年生に早いうちからリー会のことを知ってもらうのは将来的に必要なことである。

◎バリエーション勉強会

　冬研・沢研ともにリー会に必要な部分が絞られていてよかったと思います。自分で言うのも何ですが。これから必要なのは「引き継ぐこと」と「洗練すること」です。今回作った資料をまとめて渡して次の代に引き継ぐことで研究班員にかかる負担を減らすとともに、“よりリー会に役立つ勉強会は何なのか”を追及してください。バリエーションをやらない人はまず「イメージ」がつかめないと思います。そのために写真・動画も非常に有効です。その上で必要な知識をテスト形式で学べるといいと思います。ミーティングでも出てましたが「まとめテスト」をやるのもいいですね。

　これはリー会員の方にですが、バリエーション勉強会が意味あるものに成るためには「リー会員自身の意識と努力」は不可欠なものです。ぜひ、与えられた機会を最大限に活用して質問攻めにしてあげてください。

？リー会マニュアル

　リー会は数年前から劇的な進化を遂げてきていると聞いています。ですが、存在すると言われているリー会マニュアルには最近の総括により変更された点など改訂されていない部分が多いのでは？マニュアルはその代ごとに変更点は明記しておかないと将来的にまた忘れられて元に戻ってしまうんじゃないかな。何にしても記述して目に見える形に残しておくのは大切なことだと思います。

？提案・審査が多いと疲れしまう件

　提案・審査が連続して何時間もあったりすると集中力が低下し正常な審査能力が発揮できません。内容を分散して審査ができるのが理想だが、そううまくいかない場合が多いので、集中力を効果的に発揮できる状況を作りましょう。人の集中力は基本的に１～２時間程度しか持たないので、長くなったら5分休憩を挟みましょう。また、各自飲み物を持参してくるといいと思う。甘いものを食べるのは非常に効果的。

　「疲れてるし、まあいっか。」という審査になってしまうのはよくない。

【重要】原田車の事故の件＋アプローチ

まず、事故報告書を作るべき。車の事故で報告書を残しているものは今まで一つもない。そのため今回もワンゲルとして今までどう対応してきたのかが分かりませんでした。また、報告書を作成することで今後のワンゲルクラブ員達に少しでも車アプローチの危険性を伝えられると思います。

報告書の作成に関しては、①事故発生までの流れとその時の詳細な状況、②発生してからのワンゲルの対応、③冬研の存続に関しての話し合いの結果、④ミーティングでの車アプローチに関する話し合いの結果、⑤原田車の補償を含む会計報告、などを書いたらいいのでは。作成するのは面倒かもしれませんが「アプローチも山行の一部」です。

アプローチに関する議論はミーティングでもなされましたが、リー会でも議論をする必要があると思います。リー会ではリーダーのアプローチに対する判断もちゃんと聞く必要があります。

【意外と重要？】スノーシュー研究班

　来年度、自分に余裕があったらスノーシュー研究班を作ろうと思います。基本的に目的は『冬山縦走に行かない人が冬に活動する』ことなので、最終的に冬山縦走の人がメンバーにいなくても自分達で山行に行けるような形にしたいです。そのため、班長は冬研以外の人に、計画を提案するのもできる限り冬研以外の人にやってもらおうと思っています。

　うまくいけば、リー会の審査能力アップにもつながるし、ワンゲルの活動も活発になるしでいいことづくめなので、来年に向けてリー会員のみなさん協力お願いします。
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